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1.概要

目的
1号機及び2号機非常用ガス処理系配管（以下、SGTS配管）のうち屋外に敷設されている
配管については、1/2号機廃棄物処理建屋雨水対策工事及び1号R/B大型カバー設置工事に
干渉することから配管の撤去を実施する。

1/2号機Rw/B雨水対策との干渉範囲

1号機R/B大型カバー設置との干渉範囲

1/2号機SGTS配管
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2.配管撤去範囲

排気筒付け根部近傍につい
ては、別途撤去を計画中。

１・２号機R/B側取り合い配管と
１・２号機排気筒側取り合い配管には
閉止を取り付ける。

口径：12B 撤去長さ：約60m

口径：14B
撤去長さ：約80m



参考：１号ＳＧＴＳ配管切断位置
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排気筒付け根部近傍範囲

1/2号Rw/B上部範囲

SGTS配管撤去範囲
：切断位置

1号原子炉建屋南面

2号原子炉建屋北面



参考：１号ＳＧＴＳ配管切断位置
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1号原子炉建屋南面切断（例）

平面図

断面図

単位:mm

4,499



3-1.工法（配管把持）
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設備名 主な用途 仕様

①配管自動切断装置 配管をクランプし、自
動遠隔切断を行う。

油圧駆動方式

②吊り天秤 配管吊り上げ他 水平配管用、傾斜
配管用等

③配管把持装置 切断時の配管把持ユ
ニット

エアーシリンダで把
持、先端にゴム

①

③

②

クランプシリンダー
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参考：配管切断イメージ



参考：配管切断装置
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装置の特徴
・乾式切断可能

⇒水を使用しないので汚染水が発生しない。

金属構造物、高配筋コンクリート構造物の
乾式・湿式切断用ワイヤーソー

単位:mm



3-2.工法（配管切断）
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SGTS配管切断イメージは以下の通り。

発泡剤注入装置

発泡剤

①配管穴開け

水素検知器

ドリル

配管穴開け装置

②発泡剤注入 ③配管切断

配管切断位置（ワイヤーソーにて切断）

①火花が出ない低速回転のドリルにて穴開けを実施。配管穴開け後、配管内の水素濃度を

測定する。

②SGTS配管切断箇所に発泡剤（２液性発泡硬質ウレタンフォーム）を注入し、切断時の

放射性ダストの飛散防止を図る。

③ワイヤソーにて配管切断時は切粉受けを設置し、切粉の飛散を可能な限り低くする。



参考：要素試験状況（発泡ウレタン注入・配管切断）
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配管切断時のダスト飛散防止対策として、配管内に発泡ウレタンを注入し、配管を閉塞させ
た後にダイヤモンドワイヤーソーで切断を行う。

アクリル管での模擬 同材質配管での模擬

注入前

注入中

閉塞

ワイヤーソーによる切断

切
断

切
断
面
の
状
況
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４．配管撤去に伴う敷地境界線量への影響

1/2号機SGTS配管の撤去に伴う周辺環境への影響を評価した結果、敷地境界における実
効線量へ与える影響は非常に少ない（5.24×10-5mSv/年）ことを確認した。また、撤
去した配管材等は、線量率に応じて線量評価上考慮されている所定の廃棄物保管エリア
に保管するため、敷地境界線量へ追加的な影響はない。

作業中は構内の下記ダストモニタにより、作業中のダスト濃度を監視する。

作業中に警報が発報した場合は、作業を中断し作業エリアに散水を行う。

●オペフロダストモニタ ●構内ダストモニタ ●△敷地境界モニタリングポスト及びダストモニタ

ダストモニタ配置状況
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参考 敷地境界線量の算出方法

１/２号SGTS配管について原子力規制庁殿
にて配管内部の汚染状況を評価した中で最
大の表面汚染密度※1が、撤去する配管の
表面に付着していると仮定。

配管を撤去する上で切断に用いるワイヤー
ソーの刃幅分の面積と切断回数を乗するこ
とで、配管欠損面積部の総放射能を算出。

総放射能量のうち、配管切断に伴い気中へ
移行する割合（飛散率）について文献※2

を基に0.02％と設定し放出量を算出。

放出量が敷地境界線量へ与える影響を拡散
評価※３により5.24×10-5mSv/年

敷地境界における空気中放射性物質濃度は

1.4×10-7[Bq/㎝3]となる。

配管の表面汚染密度
1.83×108［Bq/㎝2］※1

配管の欠損面積部の総放射能
7.04×1011［Bq］

配管撤去に伴う総放出量
1.41×108［Bq］

1時間当たりの放出率
1.66×107［Bq/ｈ］

敷地境界線量
5.24×10-5［mSv/年］

および

敷地境界空気中放射性物質濃度
1.4×10-7［Bq/㎝3］

撤去配管材の
欠損面積を考慮

配管撤去に伴う
飛散率※2を設定

配管切断時間
を考慮

指針等※３に
基づく評価

※３ 発電用原子炉施設の安全解析に関する気象指針
発電用軽水炉型原子炉施設の安全審査における一般公衆の線量評価
について

※１ 特定原子力施設監視・評価検討会（第82回）資料2-3
1/2号機屋外SGTS配管内部のCs-137放射能量の推定
2020年7月20日 原子力規制庁 より数値を引用。

※２（財）電力中央研究所「廃止措置工事環境影響評価ハンドブック
(第3次版)」（平成19年3月）

敷地境界線量<1[mSv/年]、
敷地境界空気中放射性物質濃度<1.0×10-7*[Bq/㎝3]を確認
（*モニタリングポスト近傍ダストモニタ警報設定値）



５．廃棄物の保管
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瓦礫類保管・管理

ＳＧＴＳ配管撤去作業に伴い、表面線量率が最大で160mSv/h程度の金属瓦礫類が
約15m3 発生する見込みである。

ＳＧＴＳ配管撤去で発生する瓦礫類は、撤去作業後に撤去物の線量測定を行い、線量区
分 に応じて「Ⅲ 特定原子力施設の保安 第３編 2.1.1 放射性固体廃棄物等の管理」に従
い、固体廃棄物貯蔵庫に保管・管理する。

撤去した配管は4号機カバー建屋１階に設置されたハウス内に運搬され、コンテナに収納
するための細断を行う。



６．作業者の被ばく線量対策

13

時間管理による対策

遠隔装置利用による対策

配管切断時に遠隔操作設備を利用し放射線作業従事者の被ばく線量の低減を図る。

配管の細断作業においては既存の建屋内にハウスを設置しＲαゾーンに設定すると

ともに、配管の細断からコンテナ収納までを遠隔で実施することや遮蔽を設置すること

による放射線業務従事者の被ばく線量の低減を図る。

放射線業務従事者が立ち入る場所では外部放射線に係わる線量率を把握し、立入頻度や
滞在時間等を管理することで作業時の被ばく線量が法令に定められた線量限度を超えな
いように管理する。



７．モックアップ試験
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モックアップ試験

同材質かつ同口径の配管材で構成されたモックアップ試験設備でSGTS配管の把持、
穴開け、ウレタン注入、切断、閉止及び細断作業のモックアップを行う。

遠隔装置を用いたモックアップ試験、作業訓練を通じて効率的な作業計画を立てて、
被ばく低減及び安全な作業手順を作成する。



15

２０２０年度 ２０２１年度

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １

計
画
申
請

工
事

▽認可

▽着工（１号機）

▽着工（２号機）

８．今後の予定

▽実施計画変更申請

クレーン移動（１号機→２号機）

モックアップ・作業訓練

減容・保管


